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資料に関する事前質問・回答 
 

資料１－１について 

① ２ページ コレクティブインパクトの要素を踏まえた取組みについての大区分別の状況の内、 

「１ 市民参加の取組み」の「共通のアジェンダ」について、おそらく一年前と同じ質問をさせて  

いただくことになるのですが、この項目が５割いかないことについての分析はいかがでしょう。 

Ｒ５状況約７０％、Ｒ６状況約７０％（この二か年はおそらく計画段階ではなし）、 

Ｒ７計画４８％、Ｒ８計画４６％ 

 

 

コレクティブインパクトの考え方を用いた事業の確認・振り返りは、今回で４回目となりますが、

過去二年度（Ｒ５、Ｒ６）の実施状況においては、計画段階でコレクティブインパクトの考え方を  

取り入れていない中での策定であったこともあり、令和７年度計画及び今回令和８年度計画での結果

とのばらつきが依然としてある状況です。 

なお、次回令和８年度第１回会議でご審議いただく令和７年度の実施状況が、初めて計画から  

コレクティブインパクトの考え方を取り入れたものとなります。 

「共通のアジェンダ」に関して、「１ 市民参加の取組み」だけでなく、全ての区分の各事業に   

おいても、事業の目的等について、なんらかの形で市民に対してお示ししているところですが、  

「１ 市民参加の取組み」においては、各事業の特性上、市民と直接接する場面が比較的少なく、  

事業目的等をお示しする方法を工夫できる余地が小さいことから、「コレクティブインパクトの  

考え方を踏まえて取組みを行う」との回答がしにくいことが考えられます。 

なお、資料１－１ ２ページの「（１）各区分における結果一覧」において、「１ 市民参加の    

取組み」の小区分別の結果を見ると、「ワークショップ」や「意見交換会」については、「取り組む   

予定である」とした回答が比較的多く、参加する市民と直接対話するような事業が多いこれらの  

小区分では、問題意識等の共有を行うイメージがつきやすいことが考えられます。その一方で、  

「パブリックコメント手続」や「意見募集」、「アンケート調査」といった不特定多数の市民を対象に

実施する事業が多い小区分や、委員の選任時以外に取り組むことの少ない「公募委員を含む附属機関」

においては、「取り組む予定である」とした回答が少なくなっており、結果的に「共通のアジェンダ」

が５割に達していないものと考えます。 

 

  

当日配付資料１ 
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② １８ページ ＷＥＢアンケートクロス集計について、集計結果をグラフ化していただきたい。 

 

以下のとおりです。 

 

○どのような立場の方が地域での付き合いをどの程度しているか（Ｑ２×Ｑ４） 

 

 

 

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ４
  　Ｑ２

よく付き合っ
ている

ある程度付き
合っている

あまり付き
合っていない

全く付き合っ
ていない

団体の役員 22 79 57 12

団体の会員（役員を除く） 14 197 203 26

ボランティア 12 95 88 11

団体の会員ではなく、団体への資金・物品・技術・
場所等の提供・寄附などの支援を通しての参加 2 7 9 5

団体の会員ではなく、団体が提供するサービスの
利用・イベントへの参加 9 66 58 6

その他　※30字以内 0 6 5 1

12.9%

3.2%

5.8%

8.7%

6.5%

0.0%

46.5%

44.8%

46.1%

30.4%

47.5%

50.0%

33.5%

46.1%

42.7%

39.1%

41.7%

41.7%

7.1%

5.9%

5.3%

21.7%

4.3%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく付き合っている ある程度付き合っている
あまり付き合っていない 全く付き合っていない

団体の役員

団体の会員（役員を除く）

団体の会員ではなく、団体への

資金・物品・技術・場所等の提供

・寄附などの支援を通しての参加

ボランティア

団体の会員ではなく、団体が提供する

サービスの利用・イベントへの参加

その他
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○地域での付き合いが少ない方が、「まちづくりに関わる活動に参加できない、又は参加したくない

理由」（Ｑ４×Ｑ６） 

 

 

Ｑ４「あまり付き合っていない」×Ｑ６ （n=753)

回答選択肢 件数 割合

1. 仕事で忙しく活動に参加する時間がない 282 37.5%

2. 趣味や余暇活動を優先したい 210 27.9%

3. 人づきあいが苦手、または気恥ずかしさから
　活動に参加できない

195 25.9%

4. 活動への参加の機会がない 176 23.4%

5. 子育てや介護で忙しく活動に参加する時間がない 131 17.4%

6. 活動するための情報が十分に得られない 122 16.2%

7. 同年代の参加が少なく、活動に参加しづらい 91 12.1%

8. 活動に対して興味や関心がない 68 9.0%

9. 身体状況から活動への参加が難しい 70 9.3%

10. 活動に参加する際の経費（交通費等）があり、
　経済的負担が大きい

40 5.3%

11. 活動に参加しても実際に役に立っているとは
　思えない

37 4.9%

12. 活動の場が自宅から離れているなど不便 40 5.3%

13. 活動内容への不満がある 17 2.3%

14. 活動を行う際の保険が十分でない 17 2.3%

15. その他　※30字以内 18 2.4%

16. 参加できている 31 4.1%

Ｑ４「全く付き合っていない」×Ｑ６ （n=311)

回答選択肢 件数 割合

1. 仕事で忙しく活動に参加する時間がない 116 15.4%

2. 趣味や余暇活動を優先したい 76 10.1%

3. 人づきあいが苦手、または気恥ずかしさから
　活動に参加できない

103 13.7%

4. 活動への参加の機会がない 78 10.4%

5. 子育てや介護で忙しく活動に参加する時間がない 37 4.9%

6. 活動するための情報が十分に得られない 55 7.3%

7. 同年代の参加が少なく、活動に参加しづらい 35 4.6%

8. 活動に対して興味や関心がない 65 8.6%

9. 身体状況から活動への参加が難しい 26 3.5%

10. 活動に参加する際の経費（交通費等）があり、
　経済的負担が大きい

29 3.9%

11. 活動に参加しても実際に役に立っているとは
　思えない

20 2.7%

12. 活動の場が自宅から離れているなど不便 19 2.5%

13. 活動内容への不満がある 3 0.4%

14. 活動を行う際の保険が十分でない 6 0.8%

15. その他　※30字以内 13 1.7%

16. 参加できている 5 0.7%
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③ ＷＥＢアンケートクロス集計について、双方ともに複数選択ですのでとてもややこしいクロス集計

になると思うのですが、Ｑ１×Ｑ７のクロス集計は可能でしょうか。つまり、「○○に参加している人

が特に必要と考える方策は△△」というのを出していただきたいです。Ｑ１のカテゴリーごとの、  

上位一つでも構いません。 

 

以下の表のとおりです。 

なお、Ｑ７の回答数上位３位の方策について、Ｑ１の選択肢毎に以下の方法でお示ししております。 

１位：太字、オレンジ色（濃い色） 

２位：オレンジ色（濃い色） 

３位：黄色（薄い色） 

 

 

  

　　　　　　　　Q1

　　　Q7

町
内
自
治
会

P
T
A
、

保
護
者
会

趣
味
サ
ー

ク
ル
や
ス
ポ
ー

ツ
、

文
化
団
体

市
民
活
動
団
体
（

N
P
O
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
）

教
育
や
保
育
な
ど
子
ど
も
に
関
す

る
グ
ル
ー

プ
（

子
ど
も
会
等
）

社
会
福
祉
協
議
会
地
区
部
会

ス
ポ
ー

ツ
振
興
会

避
難
所
運
営
委
員
会

青
少
年
育
成
委
員
会

老
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

地
域
運
営
委
員
会

そ
の
他

団
体
等
の
活
動
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

活動の紹介・普及活動 267 134 109 79 39 21 26 15 14 11 5 8 10 274

活動を行う個人や団体への
金銭的支援

289 142 96 61 46 30 21 22 18 17 16 9 3 219

活動を行う場所の支援 241 121 106 63 41 23 25 12 12 14 9 7 2 138

活動に役立つ情報の発信 202 110 62 35 25 15 12 14 15 9 7 6 7 189

活動を体験する機会の提供 178 84 74 46 25 12 22 11 10 7 6 5 5 181

安心して活動できる保険制度 85 55 27 24 20 6 6 9 5 3 5 3 1 81

活動に役立つ技術や知識等を
得るための講座・研修会の実施

89 40 35 35 14 8 4 5 7 4 2 6 1 63

活動を行う個人や団体の
交流会の実施

83 32 38 28 13 13 9 8 9 5 9 4 2 48

子どもや若者に対する
教育機会の提供

48 48 14 10 20 2 3 2 3 2 3 1 0 77

活動を行う個人や団体への
相談体制

72 28 27 22 8 6 11 8 5 5 5 2 3 43

その他 21 8 6 10 1 4 1 2 3 0 1 2 1 13
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資料１－２について 

④ パブリックコメント手続について、令和７年度の計画では８件ということでしょうか。この   

２～３月締め切り分でも１３件あるかと思います。実施数を教えてください。 

 

資料１－２ １ページ下段の表のとおり、「令和７年度千葉市市民自治推進のための実施計画」 

（令和７年４月公表）を策定した時点において、パブリックコメント手続は８件の実施を予定して 

おりました。 

また、令和７年度の実施数（令和８年３月１０日現在）は２１件です。 

なお、実施計画に掲載できなかった理由は、以下のとおりです。 

・令和８年度に実施予定であったものを前倒しし、令和７年度中に実施することとなった。 

・令和７年度中に急遽実施する必要が生じた。 

・条例の改正や計画の改定等が今後予定されていたものの、改正等までのスケジュールが確定 

していなかったため、実施計画への掲載を見送った。 

 

 

資料１－３について 

⑤ ４７ページ Ｎｏ.２７どこでもこどもカフェ（例示） 

こちら、令和６年度も決算が予算を超えていたり、今回も予算がかなり増額されていて、すごいと  

思います。このような、市民参加等が多かったり、千葉市が令和８年度に強化しようとしたりで増額

した事業がありましたら、教えてください。 

 

令和７年度実施計画比で、令和８年度に予算が増額された事業は５３事業です。増額理由は   

市民参加の増加に限らず、千葉開府９００年記念によるもの等事業目的によって様々です。 

 

 

資料２－１について 

⑥ 町内自治会の業務６９件を教えていただければと思います。 

 

当日配付資料２のとおりです。 

 



当日配付資料２

見直しを行う業務や手続き
区分 No 業務内容 見直し内容 所管課

1 行政事務委託料（下期分）の請求に係る世帯数の確認 年1回払いへの変更 (6区)地域づくり支援課

2 消火栓・排水栓を活用した初期消火訓練のデモンストレーション開催案内 他のイベントに組み込み同日開催とする。 花見川地域づくり支援課

3 美浜区地域活性化支援事業に係る活動報告会の出席依頼
負担軽減を図る観点から、活動報告会は、地域代表者のアド
バイザーには出席依頼しない。

4 美浜区連協総会への出席

区連協総会は、来場が前提の会議となるため、出席依頼は継
続したい。
ただし、美浜区では総会当日の受付担当として、地区連協か
らお手伝いを各１名選出いただいている状況があるため、地
域団体の負担軽減を図る観点から、この当日受付担当を見直
し、職員対応で代替していくことを検討する。

5 千葉市国際交流協会の理事会出席

理事として市連協役員から推挙いただいている中、協会の業
務執行上、欠くことが出来ないため。現状市連協から選出す
る
ただし、委員の選出にあたり町内自治会へ依頼の必要性を整
理する。

国際交流課

6 区連協三役会・理事会への出席依頼 オンラインでの参加を可能することを検討

7 町内自治会セミナーの案内 対面以外の方法も検討する。

8 区連協会議のオンライン化 中央区地域づくり支援課

9 緑区ふるさとまつり実行委員会理事会・部会への出席 緑区地域づくり支援課

10 ごみ問題検討委員会への出席

11 市連協会議への出席

12 区町内自治会連絡協議会運営事業変更承認申請書の提出

13 区町内自治会連絡協議会運営事業補助金実績報告書の提出

14 区町内自治会連絡協議会運営事業補助金支出金精算書（概算払）の提出

15 区町内自治会連絡協議会運営補助金一括事前交付請求書の提出

16 区町内自治会連絡協議会運営補助金交付申請書の提出

17 地区連協交付金交付申請書提出依頼

18 地区連協交付金実績報告書提出依頼

19 区連協補助金申請書の提出

20 集会所用地に係る普通財産借受申請書等の提出

21 美浜区民まつりのポスター掲示・チラシ配布

例年、単位町内自治宛に回覧組数分のチラシ等を一括して配
布し、掲示等を依頼していたが、今後は、単位町内自治会長
宛に「区民フェスティバル開催」を報告する目的でチラシを
１部送付することとに留める（回覧ではなく報告）。

美浜区地域づくり支援課

22 100円募金活動の協力依頼
事前に区連協総会で募金の集金を行うことを広報し、預かっ
た募金を区職員がまとめて美会事務局へ届けることを検討。
※今後区との調整が必要※

市民自治推進課

23 防犯街灯設置補助の実績報告

24 防犯街灯設置補助の申請

25 防犯街灯設置補助の請求

26 町内自治会世帯数調査

27 行政事務委託料の振込に係る完了報告書の提出

28 区連協通常総会に係る議決権行使書提出依頼 FAXや電子メールでの提出も認める

29 市広報板の修繕等の申請

30 集会所修繕・借上補助調査

31 町内自治会集会所建設等事業補助金制度の案内

32 町内自治会集会所建設等事業補助金の工事等着手届の提出

33 町内自治会集会所建設等事業補助金の交付申請

34 町内自治会集会所建設等事業補助金の交付請求書の提出

35 町内自治会集会所建設等事業補助金の交付要望

36 町内自治会集会所建設等事業補助金の実績報告書の提出

37 町内自治会集会所建設等事業補助金の変更承認申請書の提出

38 集会施設借上費補助金実績報告書等の提出

39 集会施設借上費補助金申請書等の提出

40 地区町内自治会連絡協議会交付金精算資料等の提出

41 地区連協役員改選届の提出

42 認可地縁団体に係る告示事項変更届書等の提出

43 預金口座届および預金通帳の写しの提出

44 世帯（会員）名簿の提出

45 地区連協交付金振込口座届および預金通帳の写しの提出

46 町内自治会等役員届の提出

47 中央区地域活性化支援事業募集チラシ及びポスターの送付

対象が町内自治会など地域で活動する団体で、地域課題の解
決や地域の活性化を図る事業に支援を行うものであり、広く
町内自治会に周知したいため、継続することとしたい。但
し、今年度より町内自治会向けメールマガジンにて周知す
る。

中央区地域づくり支援課

48 男女共同参画審議会の日程調整、議事録確認（年２回）
～R6年度の委員の意向により郵送で対応しているが、希望が
あればe-mail等の負担の少ない方法に変更できる。

男女共同参画課

49 防犯パトロール隊支援物品配付事業の申請 電子申請の実施（手続きの簡略化） 地域安全課

50 ちばし消費者応援団事業報告書の提出
電子申請による回答も可能とし、書類への手書き入力や郵送
等による負担軽減を図る。

消費生活センター

依頼回数の削減

(6区)地域づくり支援課

オンラインでの参加を可能することを検討

希望があった場合は、メールでの申請も可とする。

フォームを利用した回答を検討

オンライン・ハイブリッ
ド会議の導入

(6区)地域づくり支援課

市民自治推進課

メール・電子申請の導入

(6区)地域づくり支援課

提出書類の一部簡素化を実施予定

押印省略を行う

美浜区地域づくり支援課

地域安全課

手続き方法の簡素化

 1



見直しを行わない業務や手続き
区分 № 業務内容 理由 所管課

1 地区連協負担金徴収 金銭のやり取りであることから対面での徴収が必要なため。 (6区)地域づくり支援課

2 区連協懇談会への出席 地区連理事の意向確認が必要なため。 緑区地域づくり支援課

3
美浜区地域活性化支援事業に係るプレゼンテーション審査会（当初募集）の
出席依頼

美浜区の地域の実情や諸問題に対して深い見識を持つ方の意
見を参考として事業を推進していることから、審査会への出
席依頼は継続したいため。

美浜区地域づくり支援課

4 市連協懇談会への出席

次の理由により、見直しは不可と考える。
・懇談会の趣旨として、地区連会長や市長同士の交流を目的
としているため対面以外の開催はそぐわない。
・参加は任意であり、出席者から会費を徴収している。

5 町内自治会の集いの出席依頼（ご案内のみ）
次の理由により、見直しは不可と考える。
・表彰という趣旨のためオンライン等の方式はそぐわない。
・地区連会長については出席が任意。

6 男女共同参画審議会への出席（年２回）

次の理由により、見直しは不可と考える。
・回数について、当該年度の実施予定と、前年度の実績報告
の年２回実施する必要があり、削減できない。
・書面開催は、R5.5.1総務局通知及び規則の規定により、会
議に該当しなくなるため対応できない。
・オンライン開催について、音声の聞き取りにくさや通信の
遅延などにより、意見交換に支障が出る懸念があるため、現
時点では対面開催からの変更は困難。

男女共同参画課

7 区連協監事、通常総会議長団・議事録署名人の選出依頼 参加者の中から選出する必要があるため。

8 区民まつり実行委員の推薦
区全体での取り組みのため、自治会からの推薦は不可欠なた
め。

9 美浜区地域活性化支援事業に係るアドバイザーの就任依頼
美浜区の地域の実情や諸問題に対して深い見識を持つ方の意
見を参考として事業を推進していることから、アドバイザー
の就任依頼は継続したいため。

美浜区地域づくり支援課

10 男女共同参画審議会委員の推薦（町内自治会連絡協議会）

男女がともに担う地域社会づくりを目指すにあたり、地域の
代表者の意見が必要であり、町内自治会が最もふさわしいと
考えられるため。
ただし、現在も役職指定はせず、柔軟な選定を可能としてい
る。

男女共同参画課

11 通常総会における功労者表彰対象者の推薦
次の理由により、見直しは不可と考える。
・表彰という趣旨のためオンライン等の方式はそぐわない。
・地区連会長については出席が任意。

(6区)地域づくり支援課

12 町内自治会のつどいに係る被表彰者の推薦

次の理由により、見直しは不可と考える。
・各町内自治会にて表彰したい人を推薦いただき、推薦され
た人について市として表彰を実施しているため。
・提出については任意。
・提出方法については、メール等での提出を可能としている
ため現時点での新たな対応は難しい。

市民自治推進課

行政・イベント情報の周
知

13 施設催し物一覧の回覧依頼 市民に対して施設の催し物について広く周知するため。 文化振興課

14 地域運営委員会補助金申請書の提出

次の理由により、見直しは不可と考える。
・補助金の支出等に必要な手順に関しては千葉市補助金等交
付規則及び補助金交付要綱により省略等はできない。
・現在も地域運営委員会の負担軽減のため、活動支援補助金
の実績報告の際に必要な支出を裏付ける書類（領収書又はレ
シート等）の提出については、職員が領収書等の原本の内容
を確認し、職員が写しを取った後、地域運営委員会に返却し
ている。また、地域運営交付金の実績確認については、職員
が現地に出向き、会計帳簿、領収書等を調査・確認し、交付
金の使途が適正であることを確認している。

(6区)地域づくり支援課

15 防犯パトロール隊交流事業の実施 表彰希望者のみが対象となる手続きであるため。

16 防犯パトロール隊支援物品配付事業の物品受け取りの受領書の提出

17 防犯カメラ設置補助事業の申請

18 防犯カメラ設置補助事業の実績報告

19 防犯カメラ設置補助事業の請求

対面での参加・対話を要
するもの

市民自治推進課

表彰対象者の推薦

補助金等手続きを省略で
きないもの

千葉市補助金等交付規則に則り、要綱で定められた手続きの
ため、変更不可。

会議の委員等就任依頼

(6区)地域づくり支援課

地域安全課
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